
地域に踏み込むはじめのいっぽ

新型コロナウィルスの影響により、離職や休業等を余儀なくされ、それに伴って

生活困窮状態に陥る方が急増しています。公的な支援策もあるものの、アクセ

スが難しかったり、制度の狭間で利用できなかったりする方も少なくなく、民間

の支援団体のサポートもフル稼働状態になっています。

長年、ホームレス状態の方など生活困窮者の相談支援や、そこから見えてくる課

題について政策提言を行っているゲストの大西さんから、コロナ禍の支援の現

状と課題を伺い、もやは他人事ではない「貧困問題」の解決に向けてなにがで

きるのかを考える機会にしたいと思います。SDGs（持続可能な開発目標）でも1

番目のゴールは「貧困をなくそう」。個別の課題と俯瞰的なゴールをどうリンク

させるのか、あなたはどうアクションするのか、一緒に踏み込んでみませんか？
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すぐそばにある「貧困」
- 「誰ひとりとり残さない社会」を実現するには-

ゲスト
おおにし れん

コロナ禍の生活困窮者支援の現場で

何が起きていて、何が必要とされているのか。


